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世界初の太平洋縦断ヨットレース

メルボルン／大阪

ダブル八ンド・ヨットレース1gB7

スポンサーはヤマノ､発動機株式会社に決定〃

早くも2艇がエントリー

さる4月24日(刺，東京都港区内幸町にある日本プレ

スセンタービルにて1400より，ヤマハ・大阪カップ・

メルボルン／大阪ダブルハンド・ヨットレース1987の

記者会見が行われましたので報告いたします~。

〈記者会見発表者名簿〉

竹内輝幸大阪市港湾局企画振興部振興課長

秋田博正社団法人日本外洋帆走協会副会長･YAM

AHAOSAKACUPレース委員会委員長

大儀見薫社団法人日本外洋帆走協会副会長･YA

MAHAOSAKACUPレース委員会副委員長

小宮功ヤマハ発動機株式会社常務

大阪市と㈹日本外洋帆走協会(NORC)は，大阪

開港120年記念事業として，来る昭和62年3月に「メ

ルボルン／大阪ダブルハンド・ヨットレース1987』を

開催すべ<準備を進めていますが,このほど，このレー

スの大会スポンサーがヤマハ発動機株式会社に決定い

たしました。

「メルボルン／大阪ダブルハンド・ヨットレース

1987」は，全長10～16mの外洋クルーザー（大型ヨッ

ト）を二人だけで操船し，メルボルンから大阪まで，

世界で初めて赤道を横切り10,200キロの荒海を走破し

ようという国際的なスポーツイベントです。

このほど大会スポンサーに決定したヤマハ発動機㈱

は,我が国では最大のポート・ヨットメーカーであり，

マリン・スポーツ，マリン・レジャーの普及啓蒙を積

極的に展開しております。今回のレースが人々の海洋

スポーツへの関心と理解を高めるという点で，大へん

有意義なこととの考えから，スポンサーとして参加す

ることになったものです。これによりこのレースの諸

費用はヤマハ発動機が負担することとなり，また優勝

艇には同社から「YAMAHAOSAKACUP」が贈ら

れます。また今後ヤマハ発動機㈱を大会スポンサーと

して，3～4年間隔で当レースが継続的に実施される

こととなり，大阪を起点として国際的なヨットレース

が定着することになります。

クルーザーによる国際外洋レースはヨーロッパを中

心にアメリカやオーストラリアでも活発に行われてい

ますが，我が国ではまだ例が少なく，今回のレースは

「太平洋横断シングルハンド．ヨットレース」に次ぐ

本格的な国際ヨットレースです。

なお今回レースに出場するチームも国内、海外から

1チームずつ（いずれも夫婦のペア）がすでにエント

リーをすませたほか，参加についての照会も数多く寄

せられており，今後多数の艇が出場を申し込んでくる

ものと期待されます。

なお，レースの概要は次のとおりです。

1．レースの概要

(1)名称:YAMAHAOSAKACUPメルボルン／

大阪ダブルハンド．ヨットレース1987

(2)スタート:1987年（昭和62年)3月21日出

(3)コース：メルボルン港→大阪港

（メルボルンと大阪は姉妹都市，姉妹港）

(4)距離：約10,200km(約5,500海里）

(5)タイプ：ダブルハンド（二人乗り）

(6)参加資格：①モノハル艇(全長10m以上16m以下）

②スタート時点で満18歳以上

③外洋で500海里以上の無寄港航海経験

者

(7)クラス：①クルーザーグルーフ

レーティング

3V排水量(k9)
1.75≦全長(m)

②レーサーグルーフ

レーティング

：1V排水量(k9)
l.75>全長(m)

〈クラスA>全長12m以上16m以下

くクラスB>全長10m以上12m以下

(8)賞：到着順に順位を決定

一番最初に到着した艇

：各グループおよび各クラス上位3位まで

：完走艇には記念品

(9)参加補助：完走艇に100万円を補助

(10)実施主体：企画大阪市

主催社団法人日本外洋帆走協会
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YAMAHAOSAKACUP
メルボルン大販ダフルハントヨ･ﾝトレース1987

記者会見
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記者会見会場にて

大会スポンサーヤマハ発動機株式会社

(1l)協力ロ|体：サンドリンガムヨットクラブ（オースト

ラリア）

：スローカム協会（アメリカ）

：社|､11法人大阪港振興協会

(12)参加申し込みおよび'Ⅱ|い合わせ先：

①I|='し込み締め切り

IIM1161年(1986年)12月31H

②申込料5~ﾉjl'l

③問い合わせ先

社|､l1法人日本外洋帆走協会

YAMAHAOSAKACUPレース委員

会

=,105束京都港区虎ノ門l-l5-l6

船舶振興ピル内

a03-504-1911

人びとに海の素晴らしさを理解していただける絶好の

機会であることに賛同したことによるもので，本大会

の成果に大きな期待を寄せています。

〈会社概要〉

(1)本社：静|剛県磐U]市新貝2500

(2)資本金：80億6,173万円

(3)従業員：9600名

(4)社長：江口秀人

(5)海外法人7社（アメリカ，カナダ，オランダ(2)，

ブラジル，フランス，オーストラ

リア）

(6)海外合弁会社15社（インドネシア，メキシコ，パ

キスタン他）

3．エントリー艇

1月14日の募集要綱の発表から,3月末日までに次

の2組がエントリーしています。

（国内）

◎丹羽由昌(48歳)，徳子(48歳)夫妻

丹羽由昌氏は，名古屋大学在学中からヨットを趣

味とし，これまでトランスパックレース，チャイナ

シーレース，沖縄一東京レースに参加している我が

国で有名なヨットマンです。徳子夫人も由昌氏に負

けず劣らず熱心なヨットウーマンで，ご主人の由昌

氏同様，名古屋大学時代からのキャリアを持ってい

ます。

（住所）愛知県尾西市起字堤町33のl

（職業）ヨット製造業

（出場艇）未定

（海外）

◎アレクサンダー・スチュアート・ドツド(36歳)，サ

ラ・ジェーン・ド､左ド(36歳)夫妻

海外からのエントリーは，イギリス・西サセック

ス州ショーラムに住むご夫妻で，ご主人のアレクサ

ンダー･S･ドッド氏は,1976年に大西洋を渡って

以来,1983年にもイギリスーデンマークを帆走して

います。サラ・J･ドッド夫人も，ご主人とともに

過去15年間イギリス海峡を帆走しているヨットウー

（
」

2．ヤマハ発動機株式会社について

ヤマハ発動機株式会社は，“世界の人びとに豊かさ

と喜びを提供できる商品つくりと普及活動”をモッ

トーとして，モーターサイクルを中心にボートやヨッ

ト，船外機汎用エンジン，スノーモビル，ゴルフカー，

産業用ロボットなどの事業を展|刑しています。

最近では世界初の5バルブエンジンの商品化や

FRP製ウォータージェット客船の建造など，技術の

先進性に高い評1lliを得ています。

当社は昭1130年7川，日本楽器製造株式会社より分

離独立し，マリンレジヤー分野には昭和35年7月に

モーターボート製造販売から進出，現在ではモーター

ボート，釣りポート，小型ヨット，大型クルーザーな

どの商品ラインアップを揃えた我が'玉|最大の総合メー

カーとなっており，ヨット教室やボート免許教室など

の普及活動にも力を入れています。

今回,「メルボルン／大阪ダブルハンド・ヨットレー

ス1987」に大会スポンサーとして参加することになっ

たのは．本レースが海と港と人とがともに築いてきた

開拓の精神と未来へ向けてのチャレンジ精神の発揚の

場であり，海洋スポーツへの関心を高め，より多くの

（
』
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3，シンガポール:1西ドイツ

50件

258件

マンです。

（住所）英|卦・西サセックス州ショーラムバイ

シーニューロード31ジョンハイドコ

テッジ

（職業）アレクサンダー･S･ドッド氏：エン

ジニア

サラ･J･ドッド夫人：経理士

（出場艇）スレイカ号（クルーザーグループで出

場予定）

4．レースに関する問い合わせ状況

(海外)17"|]1:208件

内訳アメリカ合衆国:147,オランダ:2,フィ

ンランド:1,オーストラリア:19,スイス

：2，スペイン:1,カナダ:14,フランス

：2，ベルギー:1,ニュージーランド:6,

香港：2，パプアニューギニア:1,イギリ

ス：4，イスラエル:1,アルジェリア:1,

(国内）

(総計）

■この件についてのお問い合わせ先

◎大阪市港湾局企画振興部振興課主査木村勇

〒552大阪市港区築港2-8-24

a06-572-5121({t)

◎社団法人日本外洋帆走協会･YAMAHAOSAKA

CUPレース委員会事務局長歌田道教

〒105束京都港区虎ノ門1-15-16船舶振興ピル内

a()3-504-1911

◎ヤマハ発動機株式会社広報室広報課課長鈴木勝

〒438静岡県磐田市新貝2500

a05383-2-1190

◎ヤマハ発動機株式会社東京広報室課長新谷真弘

〒104束京都中央区銀座8-8-5陽栄銀座ビル

a03-571-8191

へ

船舶振興会補助事業第4回小笠原レース

総合成績表 レース参加人員
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111i!位
フイニ'ｿﾝｭ
時 刻

セール

N(）
修正時間満 所要時間艇 TMF

CONTESSAⅧ ２ 1311

2日17．44．32CONTESSAⅧ 79．44．32 1．1211 89．23．56188 4５
12FUIIIII 12 0

1．1535 95．36．53 ７FUJIIII 20．53．28 82．53．28７ 2112

’ZERO
1，

1乙 1 13

ZERO 73．07．11 1．2165 88．57．05 ３3070 11．07．11I 1
LALA 7 81

1．1425 93．58．40 ５3240 LALA 20．15．23 82．15．236
KAZAMIDORI 2 1210

KAZAMIDORI 17．11．58 79．11．58 1．2241 95．43．26 833394
YUKIKAZEV ３ 12q

83．21．42 2YUKIKAZEV 1．08953 3355 15．05．39 77．05．39II ASAMA 6 115

1.0574 80．21．412 3295 ASAMA 13．59．57 ７
０
５
３
９
７
５
３
５
０
７
０１

1ⅡI YUUKARI ３ 2 、

み■
3H14.37.30YUUKARI3435 0.9822 98．50．19 9 5９ GAMERAⅣ 5 0

計塁
１
／
ｒ

ワ反
IJ

1〆

1，
Q1
J』94．02．362011 GAMERA 11．45．30 97．45．30 0．9620 ６V 8

ロールコールボジシヨンレボート

5/2､l200NW5/2,0000､NE6kt5/1,1200､NE､15～18kt5/1．0000_NE－15kt艇名 4/30,1200,NE､15kt

’ 139.29’E 34.51′N 139.26’1139.19’E 34.01,N32.40’N31.21’N 139.12′ECONTESSAⅧ1

139.26’1139.30’E 34.38’N32.29’N 139.32’E 33｡52’N140.01’E 31．01’N 139.56′E29.40′NFUJIIII2

139.37’E33.42′N 139.58’E 34.32’N140．15’E30.32’N 140.34,E 31.50′NZERO３

139｡19′E139.21’E 34°40’N34.02’N139.53’E 32.46’N 139.52’E31．10’N29．42’N 140.29’ELALA4

34.53,N 139.33′E34.18’N 139.37′E139.53’E31.23『N 139.57’E 33.09,N140.20′EKAZAMIDORI 30.00,N５

139.37,E34.57’N34．15’N 139.44’132･58′N 140.08’E31.17,N 140.26’E29.49’N 140.36’EYUKIKAZEV6

139。48’E139.47’E 35･03’N140．12’E 34.13,N29.42,N 140。33′E 31．10’N 140.16’E 32.56’NASAMA７

139.40,E33.50’N140.05’E32｡50’N30。08,N29.00’N 140'38’E 140．12『EYUUKARI8

139.41『E33･54’N32.55’N 139.54「E32.29’N 139.32’E30.22,N 140.04,E29．14’N 140.50’EGAMERA9
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ﾉ｣［笠j軍レース

舟冗屈亦Eヨ
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2FuJIm

3ZERO

4LALA

5KAZAMlDORl

6YuKIKAzEV

7ASAMA

8YUUKARl

9GAMERA

/前ページ、ロールコール1
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NORC国際委員会報告船舶振興会補助事業
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〈ナショナルチーム選考について〉

大儀見今後の選考等についていかがでしょうか。

山田大きな大会に出場されるオーナーはだいたい決

まっていると思いますので，その人達をいれて一緒に

話していかなければならないと思います。毎回この話

は出るのですが，オーナーミーティングを開催して，

そこで決まったことは，ひるがえしたらジェントルマ

ンでないというような方向にもっていかなければいけ

ないと考えます。

大儀見国際レース懇談会を開いていく，たとえば来

年のクリッパーカップに出る意向のある人々を集めて

意見を聞き，参加艇を固めていく方向にもっていかな

ければなりません。今年中にやる必要があると思いま

す。また来年のクリツパーカッフ°の選考はどうぃうふ

うにやるかを決めておかなければなりません。

今岡今年のゴールデンウイークには多数のビッグイ

ベントが重なりました。これからはオーナーを巻き込

んでいかないと，長いレースはますます参加艇が減っ

てくるのではないかと思います。

山田沖縄～大阪レースも中止になってしまったので

すが，これもたくさんのレースがあり，都合のつかな

い艇が多くなってしまい，やむなく中止となってしま

いました。

小林昨年沖繩レースに行きましたがこのピッグイベ

ントが二番せんじ的な感覚になってしまっているので

す。岐近のトップレーサーとは海外レースに行くよう

な艇だと思われているわけです。沖縄・小笠原レース

が本来プライドを持って行けるレースのはずなのに，

一般的には海外へ行く人々よりも低く思われる風潮が

あります。

清水沖純レースは一番難しいレースだと思うのです

が。

今岡汕壷H1辺の雰|川気は，5月から行われるフリー

さる4月16B(火),NORC事務局にて|測際委員4名，

オブザーバー1名の計5名により|到際委員会が|IH催さ

れましたので報告申し上げます。

I

〈アドミラルズ・カップ代表艇決定について〉

大儀見本日はご多忙の中，お集まりいただきまして

ありがとうごさいます。さて本年も船舶振興会補助事

業でもあります「アドミラルズ・カップ」へのナショ

ナルチーム派遣について，当初出場するであろうと思

われていた<TOGO>,<ZERO2>,<織姫>が諸々の事

情により出場できなくなったとうかがっております。

なお，アドミラルの締切は4月26日です。

山田ナショナルチームとしての参加が無理であれば

会長がチャーターポートで参加していただくのが良い

と考えます。会長に行っていただくことは日本が来て

いるということですので。

清水たまたま神奈川県知事にお会いするため，会長

と，大儀見，塩路の各氏と出かけた時山出さん達が

やめられると聞き，補助金の内示もあり，どのように

するかを会長にご相談申し上げたわけです。

山田来年の太平洋選手権のこともありますので，会

長に参加していただければと思います。

今岡会長自身全レース参加は無理であっても，ファ

ストネットレースはなんとか出場したいとの意向で

す。ただ国会もあることですので。

大儀見会長が行っていただければ重みも違います

し。

小林私もそうしていただけたらと思います。

大儀見では今年のアドミラルズ・カップには会長に

チャーターボートで行っていただくということでよろ

しいでしょうか。

全員ご苦労かけますが，よろしくお願いしたいと思

います。

｜
■
一

へ

へ
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NORC本部事務局にて〔写真左：左から大儀見，今

岡，小林の各氏写真右：山田(左)，清水(右)のi'l'j氏
6）
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全員異議なし。卜対抗レースに的を絞っているようで，小笠原とフ

リート対抗レース両方出場は少し無理なようですの

で，日程等を少し考えていただきたいと思います。

清水前からいっているように，レースが多すぎると

思います。

大儀見前回のグアムレース参加者の座談会を行った

のですが，クリッパーカッう。レースのようにIORの

頂点に立つレースもぜひとも続けていただきたい。そ

れにもうひとつ，クルージングとしても考えられる

レースをぜひとも行っていただきたいという意見でし

た。

小林出場すると決めたオーナーが中途でやめてしま

うようなことになった時，そのオーナーがどうしよう

もないオーナーだというふうな方向にもっていかない

と，あまりにも責任がなさすぎると思います。

大儀見選考について，ナショナルチームは3チーム

出場可能ですが，予算を付けて出場するチームは，最

強のlチームを送り出す，そのための選考レースを行

うということでいかがですか。

全員9隻全部に補助をするという考え方は必要ない

と思います。

大儀見今日，選考のルールを決めて懇談会で報告す

るという手順でいかがでしょうか。

山田チャーター艇や新艇に変える問題はあると思い

ますが,10月の日本選手権だけで決めてしまいますか。

小林選考については，このレースとこのレースで行

いますと早めに決めて告示すべきではないでしょう

か。

大儀見沖縄レースまでに5～6隻を決めておいて，最

終レースを沖縄レースとするとか。

小林そうすれば沖縄レースも盛り上がりますね｡．ま

た海外へ行かない人々のためにも沖縄レースを盛り上

げていただきたいですね。

大儀見クリッパーカップのアラウンドステートも

800マイルあるわけですし。

山田吹いたら沖縄レースのほうがつらいと思いま

す。

大儀見シェークダウンのためにも沖縄レースに参加

すべきですね。

今岡活性化のためにも良いことだと思います。

大儀見選考レースを日本選手権と沖縄レースにすれ

ばいかがでしょうか。

小林ぜひとも沖縄レースを選考にいれましょう。

山田シリーズレース（日本選手権)とロングオフショ

アーレース（沖縄レース）をもってクリッパーカップ

の選考にするということですね。

大儀見基本的には艇とチームをひとつの単位として

考える3艇1チームをナショナルチームとして補助金

付にて出場してもらう，選考レースは日本選手権（60

年）と沖縄レース(61年）とするということで皆様い

かがですか。

〈第2回東京～グアムレースについて〉

大儀見日本選手権（熱海）はフォミュラーレースと

してまたグアムレースはクルーザーレースという精神

を強調したいと思います。

山田関西からも出場したいと考えておられる人もい

ると思いますが。

小林東海のヘリオスの宮崎さんはトヨタのグアム，

サイパン方面の担当なので，ぜひとも実行委員会に入

れてほしいですね。

山田関西と関東の両方からスタートさせてはいかか

でしょうか。

小林クルージング性のあるレースですから山田さん

のおっしゃるような方法は大変よいですね。

大儀見近日中に実行委員会を開催したいと考えてお

ります。

（
）

実行委員会（案）

委員長大儀見薫

委貝武田勝彦く摩利支天>,鈴木弥彦くジュール>，

野村侃くノミⅢ>，宮崎順吉くヘリオス>，服

部一良，歌田道教

国際委員会出席者（順不同・敬称略）

大儀見董，清水栄太郎，小林義彦，山田東吾，今岡又

彦(オブザーバー)，河村次郎・歌田道教(事務局）

1986クリツパーカツブ
ヨットシリーズの案内

幻里

一 日本にとって現在もっともポピュラーな海

外レースとなったクリッパーカップについて

案内がまいりましたのでお知らせいたしま

す。

①期間については，8月2日から16日までで

す。

②ナショナルチームとして出場する艇のレー
テイングの制限は,30.0ft以上40.0ft以下と

なりました。

③個別エントリーの最小レーティング制限が
30.0ftになりました。

④タイムアローワンスシステム

オーシャントライアングルと中距離モロカ

イレースのタイムアローワンス係数が1982年

および1984年のレースデータより修正されま

した。

（7）
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少々古い話ではあるが，4月1日の夜NHKテレビ

の新シリーズ番組で千石船が帆を上げて走っている姿

が現われ，和船に関心を持っている人達を驚かせた。

筑波科学万博のかげに隠れて知る人も少ないようだ

が，この6月に鳴門海峡をまたぐ橋が完成するのを記

念して，淡路島と鳴門市とでそれぞれ博覧会が開かれ

ている。淡路島のは「<にうみの祭典」と古事記を読

んだことのない人にはもひとつ意味不明の名前をつけ

た博覧会だが，その主会場に展示されている，淡路島

の生んだ幕末の海商，高田屋嘉兵衛が初めて持った千

五百石く辰悦丸〉の実物大模型を海上輸送中の光景が

テレビに映されたのであった。

兵庫県がこの博覧会を計画したのは大分前のことで

あったらしいが，淡路島の埋立地で博覧会，海にちな

んだ物を，高田屋嘉兵衛は淡路の出身（出身地は博覧

会場とはちょうど反対側の海岸の村だが)その持船く辰

悦丸>,という経路をたどったのであろう。それに先年

ベストセラーになった，高田屋嘉兵衛を主人公とする

司馬遼太郎さんの小説「菜の花の沖」がこの連想に影

響を及ぼしたに違いない。とにかく何とかく辰悦丸〉

の実物を作って博覧会に据え付けたいが何とかならん

だろうか，という相談力目小生のところに持ち込まれた

のは，博覧会開幕があと10カ月後に迫った昨年6月で

あった。〈辰悦丸〉は高田屋嘉兵術の持船で千五百石

であったということは確かだが，当時では別に珍しい

ことではないが，図面はもちろん，くわしい記録もな

い。高田屋嘉兵衛泰納と伝えられるく辰悦丸〉模型が，

嘉兵衛の店のあった近所にある七宮神社に残っていた

ものの，これは戦災で神社もろとも焼失，小さな写真

があるだけ，といった次第で，有名な船なのに資料は

ない。まあこれは博覧会の展示物で，学術資料ではな

いから，その当時の一般的和船を作ることでお許し願

うとしよう。問題はあと10カ月足らずで間に合わすこ

とが可能か。正式の和船を作ったのでは材料の手配，

図面作りなども考え合わせて時間的には不可能に近

い，何とかうまい方法を講じなければ，というのが小

生の返事であった。

その時考えたのは，まともな和船では無理だから，

中は鋼製骨組，外に木を張って和船らしく見える船に

する方法しかあるまい，それにしても10カ月とはきつ

いのではあるまいか，であった。一方，先立つ物は博

鍵抄笹野
龍
に
‐

轟
醒
・
鍔
理

へ

覧会全然持っておらず，どこかからの寄付をあてにす

るより仕方ないのだが，こちらのほうは幸にも同じ淡

路島は福良にある寺岡造船所の寺岡社長が，淡路でや

る博覧会のためだ,ワシが寄贈しようと胸をたたいた。

そこでどうやって建造しようかと具体的な相談が始

まったのが，開幕まで8カ月の8月であった。この寺

岡造船は昭和24年に木造船所としてスタート，昭和31

年から鋼船の建造を開始，今ではオイルリグ用補給船

などの特殊船を主とする造船所としてその方面では有

名な造船所だが，あとから考えると木造船の経験のあ

る近代的造船所というの力亙大いに役立ったように思

う。寺岡社長は船体を鋼製，その上に板を張って船体

を，上のほうは完全な木造にしてきれいに仕上げては

という意見に，なるほど，何なら図面をしっかり作っ

ておきさえすれば，下の船体と甲板から上とを別々に

同時に作って工期を短縮できるなと，昔の舟大工が聞

けば腰を抜かすようなことまで一時考えていたが，結

局そこまでやらずに十分期限に間に合った。作るのは

和船だカヌ，現代的考えによる工程管理に基づいて仕事

を進めたおかげで，予想外に短い期間で完成できた。

というわけで，あの船は実のところ外から見れば本

物の千石船に見えてはいるが，内をのぞくと鋼船に

なっているのです。ある程度大きな木材は，鋼製の上

に木材張り，さほど大きくない部分はムクの木材とう

まく使い分けて工期を短縮し，費用も低くおさえてあ

る。年間売上何兆円の大企業ならともかく，資本金3

千万円の造船所が寄贈する物に，あまり大きな期待を

へ

（8）
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してはいけません。これだけ経費節減に努力しても，

建造費は会社資金の2倍をこえておるのです。淡路島

の博覧会に行く人は，顔をすり寄せてアラ探しなどし

たりせず，少し離れた所から眺めて千石船の雰囲気を

味わうべきです。

さて，ヨット乗りにとって最大の関心事は，この千

石船を帆走させたらどんな具合に走るだろうか，とい

う点にあるに違いない。ところが実際に走る船となれ

ば，ご存知の法規が適用され，和船なぞ作れるはずが

ない。で，寺岡社長は描良の工場で建造した千石船を

台船にのせて会場へと予定していた。小生としてはこ

んな機会を見逃すてはない，何とか浮かべて走らせる

方法はないものかと思案していたところ，いよいよ船

体が姿を見せ始めると，マスコミ関係者から帆を上げ

て走るところを撮影させてくれとの話が出てきて，博

覧会関係者も良い宣伝材料になる話と身を乗り出し，

当方が口を出す必要もなく，にぎにぎしく船おろし式，

海上を帆走するところをテレビにということになって

しまった。事のついでに古式通りにチョンマゲのカツ

ラをかぶって舟おろし式をとけしかけてみたが，さす

がにそこまではと高田屋嘉兵衛出身地の古老が舟おろ

し祝歌を被露する中，千石船く辰悦丸〉はトロッコに

乗って無事進水した。

この船を'帆走させると船舶安全法が顔を出してくる

ことになるので，ミヨシの水際から太いワイヤーで曳

航して淡路‘烏の南に出たところで帆をあげ，曳航状態

のまま'帆走に移った。低速で曳航しているので重いワ

イヤーはほとんど水面下に入ってしまい，一見千石船

が波を切って帆走しているように見え，まずは作戦成

功であった｡ただ舵が思うように取れまいというので，

船尾に方向変換用兼ブレーキのボードをつけていたの

がテレビ画面にモロに入ってしまい，やや興ざめでは

あったが。

千石船を実際に走らせて見た感想はどうだったか。

第一印象，意外に走るではないか。この船は陸上での

展示用だから，荒波を乗り切るための強さは全く必要

とせず，費用の点からも材料を相当省略してある。と

いうことは重量が軽くなっており，おそらく実際の千

噴水を浴びて帆走？

石船の空船よりも軽い状態で浮いている。船が軽けれ

ば当然スピードが出るだろう。ところが，この船は風

が強くない日は帆をあげて展示することになっている

ので，朝夕帆を上げおろしするのに帆が重くてはと帆

桁の長さは実際の2/3近くに縮めてある。しかも帆柱

も急に風が出て据え付けた船が危くならないように

と，同じく実際より大分低く作ってあり，結局，帆の

面積はおよそ半分程度になっている。船体が軽いため

の＋と帆が小さいための－とでは一の方がやや大きそ

うなので，この船の帆走速度は千石船が空船で帆走し

ている時のスピードより早くなっているとは考えられ

ない。当日の風は西寄りの風2～3m,文字通り追手

に帆掛けてという状態であった。さて大勢乗っていた

お客さんも下船し，各テレビ局チームも帰り，

NHKTVのポートだけが残ってゆっくり撮らせてく

れと約1時間，曳船のスピードを落として千石船の自

走状態にして見ると，2～3mの風で2ノット以上の

スピードが出るではないか。目測だから正確ではない

が，3ノットをこえた時もあったように見えた。江戸

時代の記録では大阪から浦賀まで50時間というのもあ

り，これは新綿番船という一種のレースでのレコード

だから例外としても，順風に恵まれさえすれば結構ス

ピードが出ていたことは確からしい。大西洋横断航路

でも汽船の所要日数が帆船より短かくなるのは相当あ

とのことである。帆船の泣き所は，天気次第でいつ到

着するか予定が立てられないところにあり，これが汽

船にとって代わられた大きな理由であった｡なるほど，

千石船だって風さえよければ早いんだというのがよく

分かった。

次に千石船はどのくらいまで切り上がれたか。和船

のような横帆はアビームより前からの風には不向きで

ある。しかし江戸末期の記録ではウェアリングでなく，

タックで切り上がっていることが出ているし，明治後

期に和船に乗っていた人の話では，船首は風上3点ぐ

らいまで向けられたが，実際には風に押されて4点ま

でしか上れなかったということである。現代のヨット

でも初心者が走らせればそんな程度だろう。和船も結

構切り上がっていたらしい。千石船が切り上がる時に

舵取りは立っているだけ

(9）
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I和船の帆の張り方

は，桁の両端近くにある手ナワを前後に持っていって

桁を回し，帆の縁にある両方鋼も前後に引いて，帆の

風上の縁が風でつぶされないようにすると同時に帆が

袋にならないようにする。この両方綱を取り付けたの

が和船の帆にとっては大発明で，これから切り上がり

ができるようになったのではないかと考えられるが，

それがいつごろ，だれが考え出したのかは分からない。

ところで，今度のく辰悦丸〉は展示するのにいろいろ

なロープがあっては面倒だと，手ナワはつけてあるが

両方綱は省略してある。手ナワを引いて桁は何とか

45．くらいまでに回せたが，両方綱がないため斜め後

45.くらい，すなわちいつぱいにまわした桁に直角に

なる風あたりまでは何とかなるが，それより横になる

と帆の風上線の下の方からつぶれ始め風をはらむのは

難しい。結局何の細工もしてないルーズフットの横帆

では，アビームの風さえも難しいことは分かったが，

千石船がどの辺まで切り上がれたかは残念ながら実験

できなかった。

和船の舵はガジョン，ピントルで回転するのではな

く，ロープ°で上からつり上げておいて，上下二箇所を

ロープで船体に引きつけて固定している。〈辰悦丸〉

では完全に昔の通りではないが，基本的には同じ方法

にしてある。このやり方は，舵の固定としては不完全

だが，舵を手軽に上下することができるので，浅い河

へ

帆桁も帆柱も縮めて帆面積を小さくした

(10)
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口の港に入る時に便利というので採用されていたので

はないかと想像している。和船の舵は横流れを防ぐ

リーポードとして船体より下にまで出ていたから，そ

のままでは浅い所には入れない。舵はビームにロープ

で押しつけられているから，その摩擦でそう簡単には

回ってくれないだろうと予想はしていたが，これは予

想以上であった。ティラーを短くしてあったためもあ

るが，小生一人いかに頑張ってテイラーを押してみて

もついに舵は動いてはくれなかった。実際の和船では

長大なティラーの先にテークルをつけ，2人で引いて

いたから何とかなっただろうが，チョイと舵を戻せと

言われてもそんな細かい調節はできなかったに違いな

い。昔の舵取りの苦労がよく分かった。なお，舵は完

全に固定されていないから，波にあおられて舵の頭が

ガクンと動き，何となく不安な気がしていたが別に危

ないことではない。しかし荒天では大分舵がふらつい

て，舵についている人はこわい思いをしたであろう。

テレビの撮影も終り，あとはスピードをあげて5～

6ノットで一路目的地へ曳航約4時間，うららかな春

の日を浴びて過ぎ行く淡路島の景色を望める素晴らし

いクルージングであった。しかも風はそよ風，耳に入

るのはミヨシの波の音のみという帆船の航海を楽しん

でいる中でただひとつ，遠くを通り過ぎるフェリーの

波にあたるとゴーンとこれはまぎれもない鋼船の音，

薄い木材では何ともごまかしようもないツヤ消しの音

であった。またl1船はナックル付の船型だけに小さな

波でもショックを感じ，特に荒天ではあまりに乗り心

地はよくなかったのではないだろうか。もっとも荷物

を積むとナックルラインが大部分沈んでしまうから大

したことはないのかも知れない。

進水してから博覧会場に到着するまで，日曜日のた

めか釣船が大分出ていたし，フェリーにも出会ったが，

この異様なる千石船が引かれて行くのを見て見物に

やって来たのはただ2隻，あとはそのまま遠くから眺

めているだけであった。1隻は漁からの帰りに近寄っ

て来て，「これが高田屋の船か」とか言いながら眺め

ただけだが，もう1隻は夕方近く洲本を通過してしば

らく，洲本港から一直線に白波を引いて高速漁船でか

けつけ，千石船を回って写真をとりまくり，再び洲本

港へ一直線とこれはまた見事な野次馬であった。どう

も洲本市在住の野次馬氏（複数）を除いて日本人は野

次馬精神に乏しいのではないかと思われる。進水から

引き続いて夕方まで，昼食もなしに千石船で淡路ク

ルーズを楽しんだのはよかったが，翌日朝から何やら

額が引きつる感じ，やがてオデコの皮がムケ始め，ス

プリングハズカムを思い知らされた一日であった。

再■

一一

小冷・暖水が存在し，なかでも八丈島付近の冷水は

100mE12℃台,200m層8℃台と顕著である。

親潮流域：親潮第1分枝の南への張り出しは，前号

と同様，金華山付近まで達している。(100mE5℃）

一方，金華山東南東100海里付近には,100mE13℃

台,200mjg10℃台の暖水域がある。

対馬暖流域：対馬暖流は，山陰沿岸から本州沿いに

流れるものと，大和堆西方から南北に小さく蛇行しな

がら東へ進み，佐渡島沖から津軽海峡西口に向かう流

れがある。

海洋速報 海上保安庁

海洋概況

黒潮流域：黒潮は潮岬以西では前号（4月15～30B)

までとほぼ同じ流路であったが，潮岬以東では遠州灘

沖の31｡N,138.5｡E付近で向きを変えて北東進し，

八丈島，三宅島の東側を北上して野島崎南東40海里付

近から房総半島沿いに流れ，犬吠崎東南東75海里付近

から南東に向かっている。遠州灘沖蛇行の内側には，

rL
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〈レースについて〉

レースは次の3レースからなっており，各レースこ

とに表彰を行い，3レース合わせた総合優勝艇の表彰

式を小戸ヨットハーバーのクラブハウスにて最後に行

いました。

第1レースは小戸ヨットハーバー沖→対馬厳原まで

スタート時間は4月28B1200,ファーストホームはく麻

理絵>，総合優勝はくゼフィルス〉でした。表彰式は
オサ

対馬の厳原町上げての歓待で長町長，吉水商工会長，

岡山町観会長をはじめ町のお歴々が参加されての大

パーティーとなりました。この誌面をお借りして厳原

町の方々に厚くお礼申し上げます。

第2レース（釜山レース）は5月2B12時に釜山港

をスタート，8．2マイルのブイ回り往復レースです。

このレースは韓国ヨットアソシエーションの金鵺大氏

からの強い要請があり，今回初めて行われたとききま

す。レース成績は広島から参加のく美美〉がファース

トホームし，総合優勝を勝ち取りました。そしてこの

対馬レースの表彰式にて

対馬レースの表彰式とパーティー

厳原港

夜，釜山郊外の浜辺の美しいグロリコンドホテルにて

前夜祭が25()名参加のもとに行われました。

第3レースは，このシリーズレースのメインイベン

トである釜山から福岡までのアリランレース。5月3

B16時釜山港沖を34隻がスタート。韓国艇2隻（初参

加）は約2時間遅れのスタート(出国手続等のため)。

うす

ヲ午

H

(12）
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前夜祭にて’

＃

5月4H17時04分53",玄海支部くさくら〉がファー

ストホーム。総合優勝は着llm2器のくシティーボーイ〉

でした。

この結果余3レースの総合成績は1位くゼフィル

ス>’2位くシテイーボーイ〉’3位くしデイ一K>とな

りました。

誉

（
）

h■
、

)I
@ 少寺

ホ 灘 ヘ

J､＃
財

護

アリランレース総合1位のくゼフィルス〉

一

アリランレース・スタート10分前

アリランレース総合2位のくシテイーボーイ〉のメン

ノ､一

種¥

小戸ヨットハーハー

アリランレース総合3位

くレディ-K>のメンバー
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〈ホスピタリティーについて〉

どのような大きな大会を行っても参加した人々か

ら，楽しかった，よかった，もう一度参加したいと思っ

ていただくには，大会を運営する側のホスピタリ

ティーが一番大切なのではないでしょうか。その点か

らいえば，この大会は申し分のない運営であったと思

います。

まず,NORC玄海支部支部長・福元征四郎氏は第

1レースをスタートさせたあとすぐに空路対馬の厳原

へ飛び，全艇を迎かえにこられ，対馬より韓国釜山へ

行く途中の対馬の上ノ島と下ノ島の間にある狭い水路

万関瀬戸（幅約50M．日露戦争の時，日本海軍がロ

シアのバルチック艦隊をうつく<近水道として掘った

もの）の岸壁までおりてこられ，韓国へ向かう参加艇

1隻1隻に手を振って見送って下さった時には各地よ

り参加の人々の胸をうったことと思います。また，釜

山に到着した時にも，釜山港岸壁に支部長は全艇を迎

えにきて下さっておりました。

この支部長と同様，支部事務局長光安威尚氏も全艇

の送り出し，出迎え，そして釜山のホテルでの手くば

り，全艇の人出国手続をして下さいました。またこの

レースが始まる1,2カ月前からは，自宅へは夜12時

ザ"‐

,.l
L”＝

雛
色、

&蕊M
；＃
i驚

灘

＃

歯

一

垂

万関瀬戸

第7回アリランレース総合成績表

対.,uうレース60M

－|上西6～8m

緩'lルース8．2M

北'八i4～5m

ｱﾘﾗﾝﾚｰｽ110M

－l上I几i／l凡i4～5m
総介

liIi'1位
艇〃i 艇郁 T･CF

修Ⅱ 修11 修．11
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KIH30

YOK31
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DOU34
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息鱗
佛輔
尋蛎凝

光安事務局長と福元支部長く小戸ヨットハーバー・玄

海支部事務局にて〉

戸

I

以前に帰宅したことがないほど多忙をきわめたと聞き

ます。このように光安氏がアリランレースに没頭でき

た裏には奥様の内助の功なくしては考えられません。

そして玄海支部の参加艇が各支部よりの遠来艇に対し

てきめ細かな気くばりがあったこともみのがせませ

ん。

ここでお世話になった方々を少し記してみたいと思

います。まずレース委員長の末松明氏，〈レディーキ

ラー〉の有古伸二氏，〈カラコルム〉の片倉さん，そ

してくポラリス〉の門田久氏の諸氏であります。その

ほか書ききれないほどの人々がなんとか楽しんでもら

いたいと,至れり尽くせりのお世話大会でありました。

〈カラコラムのこと〉

いわずと知れた本誌ナンバーワンライター片倉静江

さんの艇である。このアリランレースには過去4回出

場なさっているが，今年はついに総合4位の成績。淑

女2名と新人3名でこの成績は立派の一言。また今回

の3レース総合でも5位でありました。釜山で行われ

たレースで5位以内に入っていたら総合優勝だったの

であります。ここで片倉さんのアリランレース必勝

コース⑱情報を転記してみたいと思います。

「沖の島コースは私の大好きなコースです。ツメに

なったらゼッタイねらいます。沖の島には，宗像神社

の沖津宮があり，正倉院へ通じる宝の島，そして女人

禁制……いい烏です。あの島を視認したころ,〈ゼフ

イルス〉が,<CITYBOY>が，そしてくポラリス>,

〈カザハヤ〉が現われ，思わず「万才.／」と叫びまし

た。彼等は「<カラコルム〉？もうやめた./」と言っ

たそうです。

今回，全く私一人の考えで走ったことが自信につな

がり，「オレに何もかもさせてくれ」と言って優勝し

た二村氏の気持がよくわかりました。3人のクルーも

いい青年達で，オーナーとしてこれ以上の喜びはあり

ません｡」

片倉静江さんと愛艇くカラコルム〉（対馬厳原港にて）

〈遠来の友について〉

アリランレースが楽しいレースであることは，前々

からヨットマンの間では知れ渡っていました。その証

拠にここで各地域からの参加艇を紹介したいと思いま

す。

鹿児島よりくドモンジョ〉，対馬よりくきたたき>，韓

<どもんじよ〉

釜山港

(15)
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国よりくスキッパー>とくシーワイフ>，広島よりく美美〉

とくカズ>，内海よりく弁慶>，〈春一番>とくチロタン>，

富山よりくワンダー>，東海よりくジャストV>,金沢よ

りく翔龍>でした。

<ワンダー〉

$

逃塗
初出場韓国艇の皆さん（小戸ヨットハーバーにて）

r詞

アリランレース(まとめ）

NORC玄海支部片倉静江

I
司
令
お
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○36艇無事故再更新。

○初出場の韓国艇くシーワイフ>，〈スキッパー>，第

1レースの本部船をつとめたくきたたき>(対馬)も無

事博多入港。

○対馬ﾉｩ厳原港での夜間のアンカリング,時間待ちし
た浅茅湾での真夜中のアンカー引き揚げ，釜山港で

の2回のアンカリング。便利なハーバーに航ってい

る連中にとっていい勉強になった。

○第1レース，第2レースとも，夜間フィニッシュに

なり，本部船を探す緊張感，これもレースの一部。

去年の大原杯レースで，先に見つけた船がワンタッ

クの差で先行艇を押えたことがあった。油断禁物。

○「風がない時こそ勝負。10センチでも20センチでも

動かす努力が勝利につながる」は,山崎源兵氏(ハー

バー公社）の言葉。

○海難事故続発の時期だっただけに，全艇無事故で全

レース終了したことが何よりだった。

（韓国側の役員の皆さん，玄海支部および対馬セー

リングクラブの役員の皆さん本当にご苦労様でし
た！）

一墨

<翔龍〉

第12回大島らんでぶ一

（日本船舶振興会補助事業）

横浜フリートキャブテン安岡信－

早いもので大島らんでぶ一も今年で12回目を迎

えることとなりました。今年も昨年以上に楽しい

催し物を用意して，参加者の皆様をお持ち申し上

げております。

開催の日程

集合時間8月3日(土)朝9時伊豆大島波浮港

10時～12時ヨット教室

14時～17時ボーリング大会（賞品多数有り）

18時30分パーティー（ごじんか太鼓）

21時現地自由解散

参加申し込み方法

参加申し込み希望者は，艇名，オーナー名，連

絡先，人数を書いて下記まで申し込み下さい。

1．NORC本部壷03-504-1911～3

2．フリートキヤプテン安岡信一司44-544-7885

3．〃サブキヤプテン柿島金045-712-3013

申し込み締切7月25日（木）

参加料l艇3,000円

パーティー参加料4,000円/1人

大島での連絡先森喜薬局金0499-24-0050

一

福岡市立ヨットハーバー（小戸ヨットハーハー）

(16)
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眠気をもよおす。当初はオリンピックコース参加は予

定になく，突然友人K氏による勧めで参加となった。

従ってメンバーは，小生と長男N.Oと次男SO他二

人はK氏と友人I氏に協力していただくことになり，

参加可能となった。

0650出港，上マーク付近に0710着，少々早すぎ，寒

さに震えながら各艇を待つ。第1レーススタート時刻

は0820となる。

ベストスタートであったが，上マーク発見が遅れ，

回航後レギュラースピンアップ。ところがこれよりト

ラブルが始まった。まず，フォアガイが何回となくは

ずれ，ブローチング気味になる。次にスピンダウン時，

野島レース成績表

総合

順位

修正時間

hms

クラス

lllH位

所要時間

hms

ク
ラ
ス

セール

No．
艇長艇名 T､C､F

（
） LALA0.8491山崎進75819

SELENEIIIO､8095樋口順二80339

NACHIⅧ0.8292二村昭治75023

MARK0．8114河辺大士74557

ﾒL玉丸0.7825玉山聖三80808

桃太郎0.7570部築勝未'180335

民良0．7417矢野敏邦81017

うらなみⅥ0．7193市111弱84433

NARUMIⅥ0.7354竹内端80952

JUSTV0.7333花111幸一郎80821

HORIZONV0.7343中斉離美804”

FLAWLESSO､7333鬼頭洋二80406

CHEERFUい．0.7354′l､lll伸也80056

”ANlDExPRES30.7258吉田貴彦81157

MEGV0.7322竹内保史81901

B㈹MERAN0.7183二宮隆雄81555

SOLITAIREO､7183林宏己81517
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６
ｌ
５
ｌ
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ｌ
４
ｌ
２
ｌ
①
ｌ
ｌ
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ｌ
６
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５
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２
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①
’
４
’
７

６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６

８
０
２
４
７
４
８

０
３
０
０
５
０
３

６
１
０
８
１
６
３

４
３
３
１
２
０
０

鴫
一
Ｍ
｜
過
一
皿
一
哩
一
９

０
２
２
４
９
１
２
１
５
５
０
５
８
５
７
４
８

４
６
１
３
３
２
２
３
２
０
０
２
９
６
３
１
７

２
９
３
５
３
１
０
４
２
２
５
１
３
７
０
８
８

３
２
２
２
２
３
３
２
３
３
２
３
３
２
３
３
２

Ｉ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
Ⅲ
｜
Ⅳ
｜
Ⅳ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ

1985スプリング

シリーズレースを顧みる
61718 10

一頁
b

5

3

2

①

4

8

５
６
９
９
１
３
３
３
５

１
０
３
５
４
０
２
１
４

０
８
５
４
３
７
５
６
５

０
５
５
５
５
５
０
５
５

６
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
６
二
５
’
５

四日市フリート所属小川伸也
<CHEERFUL-V>

3月21B0330我々チアフルメンバーは車にて四日市

を出発した。これも回航を含めて伊勢湾組のハンディ

だ。0530日産マリーナ東海着。0630艤装完了。非常に

Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
｜
”
｜
地

第5回東海チャンピオン・フリート対抗レース成績表

第1レース(オリンピック）｜第2レース(オリンピック）｜第3レース（野島）｜るい計｜フリート別
セール

No．
艇 名 TCF 所要時間

修正時間

フリート 所要時間

修正時間

所要時間

修正時間
ｆ
■
ｋ
・
寸

卓
Ｔ
１
１ 順位 ||頂位順位 得.南

《
工１．１１１ 得.点 順位 得‘肯 得‘営

■両
８
７
０
５
８
１
０
２
８
６

３
９
１
１
８
０
０
４
２
１

DNS 8 ６ 12ワqqQ
凸凹轡ヅ

５ 1 ９丸土九 0．7825 7

３
２
２
０
０
０
５
３
７
６

２
３
０
２
５
５
５
３
１
１

５
３
１
０
８
８
５
３
１
１

17÷ 51÷4÷ 2７武剛 NACHIⅧ 2312 4 ７ ５ 90.8292 8

５
７
１
１
９
８
０
３
２
１

２
６
５
４
３
３
０
３
２
１

５
４
３
０
３
６
０
０
８
６ 6 ９ 22 6桃太郎 6 6 ５ ７3121 0.7570

３
１
４
１
３
８
１
３
２
１

２
５
２
３
３
０
０
３
２
１

０
９
２
３
４
５
０
５
８
５

2 15 32 ３ 32 4碧南 102500 0．7343 5 ７ ２ホライズ

７
１
２
３
４
１
０
３
２
１

６
１
５
４
０
３
０
５
８
５

５
３
１
０
９
５
０
３
２
１ ① 16号 37省 37雀l1－L．’ 1） ３四日市 CHEERFUL､V 3398 0．7354 ３ 9 〃

７
４
０
２
２
５
２
４
２
１

７
８
１
３
０
３
１
０
８
６

10÷
■
４
－
妙３１ 8長良 10 2 nN1S3022 0.7417 1

国
。

１
８
２
５
２
９
０
２
２
１

２
５
５
１
９
０
０
０
８
６

３
３
２
５
０
５
１
３
２
１ ①33÷ 70十① 11当幡豆 2 10 12 Zナルミ qワリ目

リー＝ぜ 0．7354 4

２
９
０
２
７
０
１
４
２
１

１
６
２
０
８
８
０
５
８
５

８
９
３
１
８
４
０
３
２
１

1q－L
LJ2 23÷３ 5ジャスI 8 4 6 63203 0．7333

７
２
４
２
８
６
５
３

■
Ⅱ
＆
■
Ⅱ
凸

１
４
４
１
３
２
５
３
１
１

７
４
５
０
５
８
４
１
７
６

24÷ 244ワーュ
『･』 5富貴 ３ 9 8 ７ 4マーク 2634 0．8114 4

９
８
１
０
８
６
５
４
７
６

９
８
１
１
９
１
５
４
１
１

２
３
２
０
１
３
０
４
２
１

10 ３ 10 10LALA 3240 0．8491 9 ３ 48

134九ヶ}ﾘT 6

1号
１
万
』３DNS DNS 11朝烏 2477 ，.N･F 11

識
③

篝
①

識
④

５
３
５
１
５
６
１
５
８
５

７
５
２
１
８
２
０
３
２
１

３
８
５
０
６
１
０
３
２
１伴走％ ﾌﾞｰﾒﾗﾝ 2666 0．7183
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くのを確認，しかし網も多く入っているようで，我が

艇は直前近くで沖回りにコース変更して安全策をと

る。結果は両コースともタイム差は少なかったようで

ある。

野島回航後のコースは湾中央寄りまたは渥美半島寄

りと別れたが，我が艇は後者をとった。風は追手状態

が続いた後落ちていった｡次はどっちから吹きだすか，

各クルーは心配であったが，渥美側海岸付近に風紋を

発見した時は大変な喜びようであった。これによりな

んとかハーフトン各艇を押えながら豊橋ブイ回航後，

1601追手フィニッシュとなる。

本日のレース総合1位となったが，あまり実感がな

く喜びよりも疲れが目立った。約33マイル。

取込側スピンシートを引くタイミングが悪く，スピン

ハリヤードおよびアフターガイおよびスピンシート3

本とも全部出てしまい，エイトノットでやっと止まっ

た。オドロキ,12メートルほど先でなんと風を受けて

膨らんでいるのである。なんとか3人でスピンシート

を引き込んで取り込んだ。

また次のトラブル，サイドマーク回航後スピンアッ

プ，スピンセールの破れに気をとられたスキにNo.2

ゼノアがバウデッキ上から消えた。これもジブハリの

エイトノットでやっと止まっていた。すぐスピンダウ

ンする。キール等に引っかかっていないことを祈りつ

つ，4人がかりで引き上げる。

これらのミスにより他艇に追い抜かれたようで少々

あきらめムードになったが，小生はまだ先は長く上り

コースがあるとクルーを元気づける。なお，上りはフ

ルメインNo.2ゼノアのみであった。こんな状態の第

1レースであったが，オドロキ総合1位となった。不

思議。

第二レース1320スタート，タイミング少々悪い。ミ

スを恐れスピンを上げないので追風で抜かれ，上りに

期待するもメインハリヤードの上げ不足により，上り

角度ともかんばしくなく，結果は2位となる。

本日のログ約43マイル，コミッテイーの方々雨の中

本当にご苦労様でした。なお，第1レースオープン参

加のJ-24は我が艇より先行フイニッシュ？

3月24日040O同じく車にて四日市出発。本日の野島

レースである。本日のクルーメンバーは正規クルーで

全部固め，小生とS.0,N.0,N氏およびY氏となっ

た。しかし出発時刻にY氏が現れず，市内を探すが見

つからず，4名で0440出発。0645ハーバ－着。0715ク

ルー変更届を考えながら出港。0720艇内無線機（430

MHZ)よりY氏の声が聞え，岡崎市内を？okm/Hで

走行中と確認，ハーバーヘ戻り待つこと25分，この間

支部長小林氏に「レース参加ではないんですか」と質

問される。

出港0745,スタート0800の延期を祈りつつ，機走全

速7ノットでセールアップなどやりながらスタート海

面へ向かう。スタート時刻に変更はなく遠く前方に各

艇のスタート風景が見られ始めた。

0755,スタートライン手前200メートルぐらいにな

んとかたどり着き，エンジンカット。最後尾にてライ

ンをクリアしながらコミッティーポートの中村氏の心

配の声を聞き，状況を説明して，セールトリムおよび

コースを定める。微風の中，スターポータックのまま

生田ブイへ向かうが，ポートタックで岸よりにコース

を引いた艇も相当あったようである。生田ブイ手前に

て漁船群団に遭遇する。大型艇くララ>，〈ナチ>等コー

ス変更が見受けられたが，我が艇はまずまずのコース

を守れた。

生田ブイ回航後も同様な状態が少々あった。次の野

島回航手前にて？島の間を先行艇くナチ>カメ通過して行

。‐

第10回五ケ所湾合同レース成績表昭和60年4月2811
03:00スタート

総合
順位

〃ニワ
ノノヘ

'''日位
所要時間 修正時間滴lll間 艇名 T､C,F

繩
一
部
一
崎
一
鼎
岬
鼎
一
縄
一
鍵
一
心
一
恥
一
恥
一
酔
一
呼
一
蹄
恥
一
画
一
恥
酎
一
皿
一
碗
一
部
一
唖
画
一
』
圏
一
画

36

31

23

36

32

22

19

7

6

3

24

4

2

5

8

①

16

11

25

28

35

9

12

27

13

37

SELENEIIIO､8095

MARK0,8114

CORSAIRIIIO,7910

NACHIⅧ0．8292

EPICUREANO､8086

MORANGBONCO,7640

桃太郎0.7570

桃山0.7610

NOAHⅥ0．7417

富羊V0.7375

MEGV0．7322

ZORRAO,7364

CHEERFULVO,7385

NARUMIⅥ0．7354

伽EANIDEXPRESSO､7258

HORIZONV0.7343

AYA1110.7385

FLAWLESS0．7333

SHOVECHUVAO､7312

MERCUREIIIO,7343

MOSSY－TIEO､7479

BYBLOSII10.7519

VENUSⅢ0.7343

QUARTERDECKO.7343

マアール･スリイー0.728O

そこのけ110．7650

きんと一うん1110．7519

サンチョパンサⅢ0．7161

PLASMSIIO,7161

NEWGUIN－EAI10．7215

酒雪0．7215

うらなみⅥ0．7161

飛烏110.7161

HELIOSIIIO､7161

くんてる1110.6913

TENIEO､6913

FUJIⅡ10.6901

TRIDENTO,6747

ファニー0．7072

輝晃0.6878

ODYSSEYO,6878
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７
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８
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７

３
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１
ｌ
５
ｌ
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ｌ
４
Ｍ
｜
昭
一
９
｜
巧
一
８
｜
卯
一
叩
－
６
｜
Ⅱ
｜
婚
－
７
｜
岨
一
略
一
妬
一
酩
一
鱒
一
哩
一
Ⅳ
｜
肥
一
塑
一
蛇

４
８
８
９
１
５
２
８
２
７
３
３
１
３
６
６
１
８
４
２
８
１
１
３
９
８

５
４
１
５
３
４
１
１
３
２
１
４
５
４
３
５
４
５
５
４
３
１
３
５
１
１

８
６
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５
８
７
４
８
７
６
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６
５
７
８
４
３
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１
４
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３
２
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２
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０
５
５
４
１
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０
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１
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０
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４
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６
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５
６
５
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５
６
６
６
６
６
５
６
６
６
６

９
０
１
５
８
２
４
５
７
７

8：14:05

7:49:45

8：12:28

8：12:15

8:28:37

8:30：17

8:32:57

7:57:43

8：12:20

8：29：11

8:27:42

8:44:35

，．N､F

8：28：30

，．N.F

8:36:50

8:29：12

8:27：13

，．N・S

8:27:45

9：14：17

，．N･F

9:04:53

8:53:49

8:37:52

8:49:00

．9:05:52

二h

24 6:04:081181，－3
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一
”
｜
皿

妬
一
四
一
Ｍ

崎
一
昭
一
”
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３
３

５
２
１

２
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３

１
０
０
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６
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一
Ｗ

２
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４
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３
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一
弘
一
釧
一
鋼
一
妬

１
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０
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０
０
１
５
２

６
０
６
３
５

１
０
０
０
１

６
６
６
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一
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一
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酌
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一
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一
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一
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D…‘4鍼琿;密

五ケ所湾合同レースパーティーにかけつけた南勢町の山本町長五ケ所湾合同レースパーティー風景

南勢町

南勢町30周年記念レース案内 後援ヴィーヴルオーシャンクラブ(VOC)

)｡LN･wMス：（W9E鋸妻芦鰕雲併用）ⅨDRC議録艇会友艇鳥,ﾗブ所属艇
オータムシリーズレース：

NORC登録艇でIORまたはJORを所

太陽と健康と人情の町有している艇

ヨット仲間五ヶ所湾に大集合出艇料合'可レース:5,000円
オータムシリーズレース：30,000円

三重県度会郡南勢町では，本年町制30周年を迎えら係留9月15日～9月30日まで志摩ヨットハー

れることになり，「太陽と海」の|可町スローガンにふバーで係留無料

さわしい数々の行事が5月～11月の期間中，各所で盛賞品参加全艇に豪華参加賞

大に開催されます。合同レース：優勝艇に豪華賞品

私達ヨット仲間も五ケ所湾の素晴らしい自然環境のオータムシリーズレース：

中で心ゆくまでヨットを走らせ，「太陽と海｣のイメー各レースファーストホーム賞予定

ジアッフ．と海事思想普及に寄与したいと思います。各クラス1,2,3位，優勝艇

主催仙日本外洋帆走協会(NORC)東海支部その他賞品多数

《
｝

プログラム

時月・日 場日

各-フリートスタート

タイムリミット：1500

1700～1800

1800～2000

五ヶ所湾集結レース

｛
』 ヴィーヴルオーシャンクラブ、9月15日

（日）
合同レース出艇申告･艇長会議

記念レース倣迎パーティーおよび

集結レース表彰式

子供連体‘験乗艇

合同レース鋪1レース

集合：0830乗艇：0900～1100ヴィーヴルオーシャンクラーフ

スタートさ1300オリンビ､ソクコース

タイムリミット：1600

9月16日

（月･祭）

オータムシリーズレース出艇申告

・艇長会議

オータムシ'ノーズ鋪1レース

0730～0800

0800～0830

スタート：1100

タイムリミット：1700

ヴィーブルオーシャンクラフﾞ

30Mオリンピックコーク

9月21日

（土）

オータイムシリーズ輔2レース

合|面｣レース第2レース

合同レース表彰ﾉぐ－ティー

（花火大会）

およびオータムシリーズレース

合同′寺一ティー

スタート:0700(lul時スターl

タイムリミット：1900

50Mショートオフショアレース

9月22日

（日） ヴイーヴルオーシャンクラフ
1900～2100

オータムシリーズ第3レース

オータムシリーズ表彰′ぐ一ティー

スタート：0900

タイムリミット：1400

1500～1600

20Mオーリンピ､ソクコース

ヴイーヴルオーシャンクラブ

9月23日

（月･祭）
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ニュー<摩利支天>レポート
第四報

予想した通りなのかそれとも予想に反してというの

か，ここはニュアンスが錯綜するのだが，ニュー〈摩

利支天〉の工程最終段階はまったくもって困難をきわ

めた。いうまでもなくハルの素材がメタル，それもチ

タニウムの故にである。

木造の場合，外板の仕様がダブルプランキングであ

れトリプルプランキングであれ，一皮張っては削ると

いうプロセスで誕生する。GRP素材の場合もフィ

ニッシュはサンデイングで終る。だが素材がメタルと

もなると，これらのように最後は削って磨いて仕上げ

るという工程を，前提にはおけない。

あたりまえだがメタルの外板は非常にうすい。木造

やGRPの外板をl～2m/m削っても強度上の問題は

まったく起こらない。しかしメタルのハルを同じ程度

にガリガリ削ったら，これは大変なことになる｡ニュー

〈摩利支天〉外板は3m/mの厚さしかないところも

ある。いくらチタニウムだからとはいえ，そこをl～

2m/mも削れるわけがない。

母

ハルをメタルでと思い立った限り，外板の表irliは

イージーなサンディングで整形が不可能なことを岐初

から覚悟しなければならないのである。

ニュー〈摩利支天〉の場合，全長17mを超えるハ

ルに糸を沿わせてみると，約5m/mの凹凸が3力lﾘ『’

3m/m程度の凹凸が10カ所,1m/m前後の凹凸はif

直にいって無数に現れた。ここが，予想した通りなの

かそれとも予想に反してなのか,評価が混乱するのだ。

一般に，溶接の個所が常温に戻るとき，収縮してﾙIj

囲を引っ張ってしまうのが常である。チタニウムは他

の材料と比べてその傾向が小さいけれども決してゼロ

ではない。したがってニュー〈摩利支天〉の，トータ

ル200mを超える溶接部分が，三次元の板金加工をも

含めて，10数カ所の局所的な歪みに目をつぶれば,1

m/m程度の誤差範囲に納まったというのは，ひょっ

としたら素Hi'iらしい技術の勝利なのかもしれない。

だが，この評価が間違っていないとしても，それに

感じ入る間はほんの一瞬しか評されず，凹を埋める_|君
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壇場の工程で，関係者一|可の顔色が変わるハプニング

を迎えたのである。

パテが食い付かないのだ。

擦り込み磨くというう°ロセスは通常と''1じに進む

が，ちょっとしたショックで，パカパカッと浮いてし

まう。素材メーカーの東邦チタニウムはもちろん，大

手のペイント会社や接着剤のメーカーに相談したが，

返事はどこもかしこも要領を得なかったという。落ち

着いて考えてみると，これは無理もない話で，だいた

いがチタニウムは，一切の保護を必要としないその素

材のままのシックな輝きが，売物のひとつとなってい

る。ダイヤモンドや金に最適な塗料など，まったく耳

にしないのと同じで，チタニウムと馴じみやすい樹脂

製品のニーズが今まで求められたわけがない。直接に

は知らないが，問い合わせを受けた先方はさぞびっく

りしたことと思う。

結局のところ，この問題は自力で試行錯誤を重ねる

しか解決の方法はなく，目下ニュー〈摩利支天〉のハ

ルは実験の現場となっている。

表面はツルツルよりもザラザラの方がよいのではな

いかと，部分的に粗いサンダーをかけてみたり，また

下塗りも数穗類を使い分けて，もちろんパテの材質も

変えて，どのような組み合わせがベターになるか，テ

スト中である。といってもぶっつけ本番であり，それ

も現実の大時化で目茶苦茶にもまれてみなければ，実

績としての結果は得られず，結論はまだ何も出てない

に等しい。

一夜叩かれ続けて明けてびっくり，塗装からパテま

ですべて無くなりツルツルなどという最悪の状況も可

能性として残っていて,IORの計i!!llはどうやらクリ

アしたものの，関係音一同は，戦々恐々の思いのよう

である。

何しろチタニウムによるセーリングボートの製作

は，一切が未知の分野といえる。素材の切り||'しから

して容易でないことから始まって，曲げ加工の問鼬，

そして今回の塗装卜地の問題elC,エネ兇の日々は毎日

があらたな次元への挑戦となっている。

さてニュー〈摩利支天〉のポテンシャルはどのよう

なものか，まだ超微風のコンデションの中で一度だけ

しかｾｰﾙをあげていないようだが，それでもきわめ

て敏感に反応したという。それにしてもレーテイング

は52.9フィート，スリーコーターからワントンクラス

の倍に近い。ということはこれらのクラスの二倍のス

ピードが|||なければならないことになる｡35フィート

liil後の艇が風上航で6ktで走れば,ニュー<摩利支天〉

は12kt,そのクラスがスピンランで8ktを超えるよ

うなときは，ニュー〈摩利支天〉は16kt以上をキー

プしなければ勝てない。

ハルのデザインはIORを意識していなく，レーティ

ングに基づく戦いはニュー〈摩利支天〉に不利だけれ

ども,IORのグランプリレーサーとの最初のミーティ

ングが楽しみである。

なお，ニュー<摩利支天>は'85年トランスパックに出

場のため6月上旬に船積みでデリバリーされる予定。

トランスパックのレースコミッティーは,I0Rデ

ザインの艇と強風のスピンランだけを意識したスペ

シャルポートを，可能な限り公平に同居させるために

参加各艇のIOR計測値から，このレースだけのレー

ティングを算川し，成功している。ニュー〈摩利支天〉

のトランスパックレーティングは，そのULDBタイ

プの性格をしっかりと値踏みされて，一段ときびしい

値となっているが，それだけ能力として，アビームか

らリーチングの性能が素晴らしいと見なされているか

らだろう。デビューのこのトランスパックの強風のス

ピンランに，どの程度のデイランを記録するか，前回

のトランスパックでクラスニ位に入った，旧く摩利支

天〉のクルーも健在であって，期待は大きい。

ニュー〈摩利支天〉は，チタニウムのハルデッキと

いうだけでなく，エレクトロニクスの装備もおそらく

トップクラスに入るかと思う。ひとつの実戦が終った

段階での報告が望ましいとは思うが，ラインアップな

どの解説を次号で続けたい。レポート服部一良

《
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気象一口メモ ’

株式会社海洋気象情報

池田徹
沖合いの風と沿岸の風(夏）

池田徹氏

花嫁募集中の28歳の好青年。

東海大学．海洋学部でヨットに親しみ，波と風に興味を抱

いて，現在の(株)海洋気象情報に入り，ラジオ，新聞，会社相

手に気象予報業を6年。横須賀のリプルセイリングクラブ

（ディンギー）のメンバーです。今月からしばらくの間，教

科書には書いていない，そして実際のセーリングに即した気

象のノウハウをプロの目から書いていただきます。質問，大
歓迎します。

一二や

霞零

竜竃埆

碇宙¥

一

夏場は台風を除けば日本付近を低気圧が発達して通

ることが少なく，海上は比較的穏やかで，風や波によ

る海難事故は冬や春先に比べると少ないですが，その

反面ヨットの推進力である風が弱いためスピードが出

ず，いかに風をつかまえるかがポイントになります。

ラジオの気象通報で天気図を描いてみて，陸の風に

比べ船舶の風がだいたい強目であることに気づいた

り，実際海上でそういうことを実感している人は少な

くないと思います。風は地表面から摩擦を受け，その

影響は陸上ほど強いため，海上の風のほうが強目にな

るわけです。その比率は，陸上風に対して海上風は約

1.5倍くらいといわれています。したがって沖合いに

出れば風が強くなることになります。

しかし，地形の影響を受ける沿岸海域でもところに

よってかなり強い風が吹いたり，逆に弱まったりする

ことがあります。特に複雑な海岸線をもつ日本の沿岸

では,地形や気圧配置によってクセのある吹き方をし，

場合によっては沖合いより強い風が吹くこともありま

す。たとえば岬の突端付近や島の風向に対して両側面

と風下の少し離れた所，比較的まっすぐな海岸や海峡

ではその向きと風向が一致した場合，強い風が吹くこ

とが多いようです。

また日差しが強い夏場は日中晴れれば海から陸に向

かって吹く海風が強まり，等圧線が開き，気圧の傾き

がほとんどなくても風速が10m/sを超えることさえ

あります。この海風は沿岸部だけの（沖合い10km程度）

局地的な現象で海岸に近い所のほうが風が強くなるの

で，等圧線が開いた時の日中は沖より沿岸のほうが風

をつかめるともいえます。しかし気圧の傾きがまった

くないことはめずらしく，気圧配置によって日中の風

が強かったり弱かったりします。

仮に本州の南岸沿いを考えた場

合，同じような気圧配置でも高気圧

li

<図1＞風の地形による影響

強い

強い

《
、が--執卓

風向が一致
L

一'

－ －－－－－強い一
・→

ﾜﾗﾌﾌﾌﾌファ
海岸

海峡，脾』'十

く図2＞高気圧の軸が本州の南にある場合と北にある場合
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にもいくつか要素があり，考えだすと大変難しいこと

ですが，気圧配置を読み取り，地形や時間帯を考慮し

ながら，時には沖に離れ，時には沿岸まで寄せること

によって好タイムを出す参考になればと思います。

しかし，ここでひとつ忘れてならないことは，好タ

イムを出すことと安全性は裏腹であることです。強風

や高波，沿岸付近の暗礁など危険に対しての技術，体

力，知識が必要なのです。

練（岸壁付近海面)1030～1100

3．救急法の指導および訓練（岸壁）

llOO～1120

4．ヘリコプターによる救難訓練（岸壁沖

合海面)1120～1200

5.NORC前期レース表彰式および懇親

会（海洋センター)1200～1400

参加料無料（ただし，招待以外の懇親会参加者

は会費1,000円）

参加人員約500名

出展企業中村船具，東洋ゴムエ業，藤倉航装，藤倉

(順不同）ゴムエ業宮田工業，ライフガードエ業，

興亜化工，国際化工，小糸製作所，住友電

工，三菱電機，古野電気，八重州無線，協

立電波，光電製作所，日本無線，セナー，

東洋物産，日本救命器具，日本船具，日本

船燈，佐浦計器製作，高工社，安立電機，

日本ドライケミカル，丸山製作所，日本船

舶通信，マリン産業

実行委員（委員長，海事思想普及委員長）今岡又彦

（副委員長，安全委員長）長江博人

（常務理事）河村次郎

（事務局長）歌田道教

（専門委員）内藤清朗，芳賀治一,松浦剛，

佐藤静治，岡芹寛和，才田秀人，伊藤静美，

佐藤脚]夫，坂西正明，中西健二

（事務局）矢嶋滋

※写真は5月9日に行われたメーカー説明会の模様。

NORCより，今岡海事思想者及委員長長江安全

委員長，坂西通信委員が内容説明に出席した。

船舶振興会補助事業

'85NORC

安全フェスティバル

開催のお知らせ
《
一

例年行っております安全フェスティバルを下記の通

り開催いたします。海事思想普及委員会，安全委員会

より，皆様のご参加を心よりお待ち申し上げておりま

す。

〔実施要綱〕

名称'85NORC安全フェスティバル

目的外洋帆走艇のオーナーおよびクルーの安全

に対する意識を高揚させ，安全な運航と，

海難事故発生時における的確な処置につい

て啓発指導を行い，併せて一般市民に対す

る海事思想の宣伝普及を計り，かつ漁業，

港湾等関係者の外洋帆走事業についての理

解に資することを目的とする。

目時昭和60年6月23日旧)1000～1400

雨天決行

場所神奈川県三浦市城ケ島三崎港城ケ島岸壁

および三崎海洋センター

主催社団法人日本外洋帆走協会(NORC)

後援第三管区海上保安本部，神奈川県，三浦市，

日本船舶振興会

協力横浜海上保安部，横須賀海上保安部，羽田

航空基地神奈川県東部漁港事業所，三崎

警察署，三浦市消防署,三崎海洋センター，

エスビー食品㈱，三崎マリン㈱，山下ボー

ト㈲，城ケ島，向ケ崎，田中，三崎諸磯，

小網代，初声，二町谷各漁業協同組合，報

道関係各社，展示品出展企業各社，

NORC関東支部各フリート

内容1．外洋帆走艇用安全備品，無線機器，航

海計器の展示（海洋センター）

1000～1400

2．救命いかだ，安全，救難用品の実演訓

一
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’85ジャ"《ン

ビッグボートシリーズ

実施のお知らせ

会長松田栄夫

ジャパンピッグポートシリーズも今年で7回目を迎

えることになりました。

1980年ビッグボートのオーナー達によってジヤパン

ビッグボートクラブ(JBBC)が発足し，その年以後

はビッグボートクラブ主催の年1回のイベントとして

運営され，年を追うごとに参加艇も増え，内容的にも

充実したレースとなっております。

上ｸL必ぷ也iﾘl丞凹
その5

わかいとおる

モーターボートと私

私は，モーターボートが嫌いだ。

正確に言えば，4年前から嫌いになったのだ。それ

以前は私もモーターボートに乗って遊びに出掛けたり

していたが，ある一件以来，どうも帆柱のない船とい

うのを敬遠してしまう。ましてモーターボートは特に

ダメだ。

そもそも間違いの始まりは，酒である。酒といって

も日本酒ではなくてビール，それも生樽2（なのだ。

その日私は友人2人と午前中から七一リングに出掛け

て，午後おそくハーバーに帰港した。すると同じハー

バーに係留しているモーターボートのオーナーである

M氏が「どうもごぶさたね～。一杯やらない」と誘い

かけたのだ。我々3人は仕事は断っても酒は断ったこ

とがないだけに，嬉々としてM氏のボートに乗り込ん

だ。

「あつ」という間に最初の1本はカラになり,1本

が2本，2本が3本と次々に24樽は空いていき,1

時間半ぐらいの間に約202弱のビールが4人の胃袋に

吸収された。我々はだいぶご機嫌になり，酔いにまか

さて，本年度のレースは，下記のような予定で行う

こととなりましたのでお知らせいたします。

日時:1985年9月14B(iz)･15旧)･16(月）

場所：静岡県下田港沖および神子元島周辺の海域

主催：ジャパンビッグボートクラブ(JBBC)

参加資格：ジャパンビッグボートクラブの会員艇

(IORレーティング26フィート以上のオー

シャンレーサー）

競技日程：9月14日出20マイルオリンピックコー

ス

9月15日旧)50マイルショートオフショ

アコース

9月16日（月)20マイルオリンピックコー

スまたは30マイルラウンド

マーク

適用規則:NORC外洋レース規則,IYRU競技規則，

NORC特別規定およびNORC設備規定を

準用する

(24）

せて気持のほうもだいぶ大きくなってきた。

「そういえばポートに酒気帯び運転はないよな」と

M氏が突然言い出した。我々もついつい調子に乗って

「ないない，全くない。これからもう1回ナイトセー

リングだ」などと口走ったから大変,M氏はますます

乗り気になって，「行こう行こう，沖でワタリガニが

捕れる,サーチライトで照らせば網ですくえるよ。ヨッ

トはセッティングがめんどうだから，俺のポートで行

こう，それがいい，すぐ行こう」と言い終わらないう

ちにエンジンを始動させた。「ドッドッドッ」ディー

ゼル6気筒のエンジンが陰りを上げ，スターンからは

排気の煙を黒々と吹き上げる。「やぱい」と思った時

はもう遅く,M氏の出航準備の速いこと，速いこと。

我々も調子に乗せた手前「やめましょう」とはきり出

せない。「なるようになれ，ちょっと沖をひと回りも

すればM氏の酔いもさめてくるだろうし，初夏とはい

え夜はまだ冷えるし，このまま朝まで海の上というわ

けでもないだろう」私は友人2人に耳打ちした。2人

の友人もうなずいて「30分く÷らいだろうな，まあカニ

の3匹も取れたら儲けもんだな」と軽く言っている。

我々を乗せたボートは出航準備も整わせ，今はもう

肪いロープを外すだけとなった。

M氏の「航いレッコー」の合図とともに沖を目指し

ポートは大きく転針した。我々の係留場所から海に出

るのには，水路をかなりの距離を走らなければならな

い。普段だとこの距離を徐行して行くのがなんともイ

ライラして気が急ぐのだが，この時ばかりは酔って上

気した顔をなでる風力ﾐこころよく爽快に感じられた。

長い水路の徐行も終わり，一気に全速前進，ワタリガ

へ

到昼
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60年鳥羽レース

ウェルカムパーティー

日本中の先鋭レース派,B･W派の
ヨットマンに告ぐ〃

あの楽しい，しかし気の少しも抜けない150マイル

の鳥羽レースがせまってきました。

皆様，いろいろと計画中のことと思います。私達，

油壺，諸磯のヨットマンは毎年鳥羽で泊地，風呂，楽

しいパーティー，レース運営等大変お世話になって

二がいると思われるポイントに急行したが，カニは1

匹も見あたらない。次から次へとポイントを変えるこ

と約1時間，サーチライトの光の中に捕らえた物にク

ラゲが数匹のみ。舵をとっているM氏も酔いが醒めて

きたのかしきりに目をしばたかせている。

友人のひとりが「もう時間も時間だし，そろそろ引

き上げませんか｣と時計を見ながらM氏に声を掛けた。

「そうだな，カニはまた今度ということで帰るとする

か」M氏は自分でカニを捕りに行こうと言い出した都

合上,1匹も捕れない間は「帰ろう」とは言い出しづ

らかったのか，やけに張りのある声で答えた。

船はハーバーのある水路目指して一直線，漆黒の海

にエンジン音だけ残してひたすら走るはずだったが，

「ドッドッ……ガフッ，ガフッ，ブス……ブス」エン

ジンの音が急に変わったかと思うとエンジンが止まっ

てしまった。「あれ～おかしいな」M氏は始動スイッ

チを回すが「ウィン，ウィーン」というだけで始動し

ない。数回試みるが一向に始動しない。我々は特にあ

せりもしないが，落ち着いてもいられない。「じゃ各

自別々に点検してみようか」M氏の提案で各自，原因

究明に乗りだそうとした時「ガハッハッハハー。ガ

ス欠だあ｡いや～まいったな｡私としたことがついうっ

かりして」M氏が照れ臭そうに言った。そして「だい

じようぶだよ予備の軽油がそこのポリタンクの中にあ

るから」と指差した。しかしそのポリタンクの巾は何

故か空っぽ。この時は我々全員顔がちょっと青くなっ

た。‐ヨットならば，こんな場合でもセーリングで入港

できるのだが，残念ながらこの時はモーターボート。

ボートと水路の入口の岩壁までは約50m,泳いでい

(25）

いながら，フィニッシュの三浦半島では何もできず，

いつも心苦しく思っておりました。

今回，私達関東の仲間が集まって，ささやかながら

チューハイでバーベキューパーティーを開催し，皆さ

んを観迎したいと思っています。多数ご参加下さい。

詳細は後日ご案内します。

日時：7月28日旧)AM1100～PMO200の予定

場所：諸磯の予定

会費：2,000円（無料になるよう努力中です）

内容：表彰式およびヤキトリ，バーベキュー，チュー

ハイパーティー（神田串や南蛮出張）

問い合わせ先：片山（清田工業)s03-661-1078

川久保（諸磯)S0423-41-3290(勤）

念0425-65-0266（自）

藤田（オイドン)a03-256-8107

石井竹彦宕044-966-3742

主催：油壺フリート，諸磯フリート

実行委員会委員長清田博く青梅波〉

けない距離ではないが，考えたくはない。「そろそろ

潮が引き始める時間だから，アンカーだけは効かせと

こう」「だけどこのまま朝までかい，寒いぜ，風も出

てきたし，僕は泳げないけどだれか泳いで岸壁まで行

けば，身体にロープ縛ってさ，あとは引っ張って行け

ば楽なんだけどな」と友人のひとりが私を見ながら大

声で言う。「そうだよなだれかが泳いで行けばいいん

だよ」と私が口にした時に，全員の視線が私に集中し

ていることをハッキリと感じた。

私は無言でライフジャケットを着け，身体にロープ

を縛りつけた。そして無言のまま，まだ冷たい海に滑

り込んだ－。

私は，モーターボートが嫌いだ。

正確に言えば，4年前から嫌いになったのだ。

おしまい。
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輸入促進を

阻害するもの

武田陽信

政府は貿易黒字の削減のために，諸外国よりの輸入

促進を訴えている。

この政府の方針に協力する意味で，大型ヨットの輸

入を検討して見る。

輸入するヨットが税関の手を離れるまでの価格の構

成を順を追って解説すると次のようになる。

1.現地工場渡し価格

2．陸上運賃，輸出諸費用などの現地費用この’～

2までの合計で，一般にFOB(舷側渡価格）が構成

される。

3．海上運賃

4．保険料

この’～4までの合計で,CIF(価格，保険，海上

運賃込価格）が構成される。

5．関税10mを超える大型ヨットの場合は,CIF

の7.5％

6．物品税CISに関税を加えた価格に30%が課税

される。

この価格構成で一番大きな影響力を持つものは，物

品税である。そして，この物品税はCIFに関税を加

えた価格に対して課税されるところに問題点がある。

/i.CIFに関税が掛けられるのは，諸外国でも多く

行われる規定であり，疑念を挾むところではない。

ロ．しかし，現行規定では,FOBに海上運賃および

保険料が加えられたCIFに関税が付加され，その

合計に対して物品税が課税される。簡単に言えば，

海上運賃も,海上保険料も,物品税の対照となること

である。これは，関税がCIFに対して課せられ規

定から，自動的に，関税+CIFを物品税の対照とし

ているに過ぎないのではないかと思われる。

ハ．国内生産のヨットに対しては，もちろん関税は課

税されないのみならず，物品税の対照は，工場渡し

の価格である。

輸入促進の意味からも，ここに解決されなければな

らない問題は次の通りである。

イ．関税の対照はCIFの価格である。

ロ．物品税の対照は現地工場渡しの価格である。

今，例を上げて，この問題を検討する。

〔現行法〕

l.現地工場渡し価格$100,000

2．陸上運賃，輸出諸費用など$1,000

3.FOB$101,000

4．海上運賃$20,000

5．保険料$1,000

6.CIF$122,000

7．関税7.5%$9,150

8.CIF+関税$131,150

9．物品税30％＄39,345

10.合計$170,495

〔改善策〕

1.現地工場渡し価格$100,000

2．陸上運賃，輸出諸費用など$1,000

3.FOB$101,000

4．海上運賃＄20,000

5．保険料$1,000

6．CIF$122,000

7．関税75%$9,150

8.CIF+関税$131,150

9．物品税30%$30,000

10.合計

差額

工場渡し$100,000の30%

$161,150

$9,345約5％

現行法より単に5％価格は安くなるだけであるが，

まず物品税の課税対照価格の適用を変えるべきだ。次

に現在政府が検討中の関税の撤廃が実現すれば，更に

輸入はしやすくなる。

国家財政の見地からは，物品税を撤廃するのは，困

難かもしれない。しかし，輸入促進が本当に国家の要

請であるならば，関税のみならず，物品税の撤廃若し

くは，率の低下が当然論議されることとなろう。

ミキモトカップの名称変更に関するお知らせミキモトカップ実行委員会

ミキモトカップ熱海オールジャパンオフショアー

チャンピオンシリーズの名称を発展的に変更したい

と思いますのでお知らせいたします。

理由

(1)近い将来国際レースとして育てていきたい，そ

のためにもオールジャパンという名称を削除す

(26）

る。

(2)タイトルが長すぎて実用的でない。

以上の事由によりミキモトカップの正式名称を以

下に述べる名称に変更いたします。

ミキモトジヤパンカップオフショアーシリーズ'85

一

へ
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一

昭和60年6月15日第124号 ○FFSHORE 昭扣52年7月21日第三種郵便物認可

初島レース1985年51118日スターI

フィニッシュ時間
日時分秒

総合

順位
セール

NO

レープ

インク
修正時間所要時間艇 着順オーナー名 名 艇椰 クラス

FハT

l･し.r

佐々木研一

龍村重幸

大Ll真司

硴俊弘

菅原矧懲

古lll保夫

打原．'蝋太郎
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赤井徳夫

清刷博

藤本達雄

並木茂士

戸田広

井上一典

鈴木重和

裳柱

ZERO2
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所要時間
修正時間

修正

lll貞位

恥
Ｊ
出
叫
〃

‐
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０
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０
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０
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０
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０
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昭和60年6月15日第124号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

NORC近畿北陸支部第3回ボイントレース 1985．04．21

修正時間 順位 【'】精順 所要時間艇 潟TYPE T,C､Fクラア キヂール

０
０
０
５
０
０
０
０

０
０
０
２
０
０
０
０

７
４
６
８
１
５
１
３

３
６
３
６

３
３
３
２

７
４
５
２

０
０
５
５

２
５
３
１
０
４
０
６

６
７
８
９

０
０
０
０

５
４
４
７

０
１
０
２

１
１
１
１

YAM－R30

池M－R34

DUB－30

KAN－23

J－24

YOK－30

YAM－26S

VENDE

５
０
３
１
５
４
８
７

８
５
３
１
１
５
７
３

３
５
３
７
２
３
８
２

７
７
７
６
７
７
６
７

２
２
２
９

２
６
８
４
２
６
７
７

２
７
１
２
６
２
４
１

０
９
８
３
４
１
８
０

２
２
２
３
２
３
２
３

メノレヘン

クンビーラ2

ZEROFIGHTER

CREEK

J/B

TINKLE2

ストロベリー2

ALLHANDS2

２
１
２
４
３
２
３
２

Ｓ
Ｓ

１
２
３
４
Ｎ
６
Ｎ
８

Ｄ
， ５

０
５
３
５
４
３
４

１

１

５
４
２
２
０
４

１

２

２
２

1
初島第二漁港沖に，ケッチ・スルーフ．合わせて57艇と

いう大艇団となった。

年1回のクルージング派のミーティングというこの

機会に集まる常連の艇も多く見受けられたが，今回う

わさを聞いた新顔のケッチも多く，名実ともに楽しい

ケシチミーテイングに育ってきた。参加人員318名。

ミーティング成績表1985.428

｢一ー－

第4回熱海ケツチ．

ミーティング報告書
レース委員長稲葉文貝|」

第4回熱海ケッチ・ミーティングは好天に恵まれ，

第4回熱海ケッチ

一

(ケッチの部） 清水

廣田

渡辺

佐々木

槌［」

桜田

伊藤

秋田

田辺

芳賀

松本

藤村

小野

日邦

亀田

榎本

佐藤

西沢

'1，高

奥田

松井

藤井

木村

大儀見

西郷

海道

桐山

木村

澗
英
宏

飛天4l

すばる21

エルドミンゴ25

シャングリラチタ1100

あゆフイノ27

キャ､ソフ･テンカリフ’ヤマハ25

フルーマーキスヤマハ35

イーグル27

鷲竜34

ケイセブン45

バロネスヤマハ27

え'）もヤマハ35

コンドルヤマハ26

ブリアデスヤマノ､26

エンジェルヤマハ23

ウインドフェアリヤマハ26

ウインドフォーカスヤマハ26

アトランタヤマハ24

レインボウ33

アフロテ．－テヤマノ､36

ミンクスアイキドウ30

いざなみTK25

ウーワンファーストⅣN340

シレナ24

春風25

ベスレMS24

ブラックシャンティCC33

ラフトIIIN34

ボートハウス

二
夫
春
忍
六
隆
俊
一
蔵

ファーストホーム鬼っ子九林30

(揃士山丸杯）

優勝鬼っ子九林30

(熱海市長杯）

以下タイムリミ，ソトラソキーレディヤマハ34

(DNF)シスタームーンCY41

ロータスヨール36

イーグルIスクーナ41

ダーマIIフジ45

リブランスフジ35

ハミングバードヤマハ37

星洋ヨール24

瑞鷹CN39

エレクトロンヤマハ37

エクセ,ソトIマ'ノーナ32

ポエムIIIマリーナ32

ゴールドスミスフジ35

イーグル1150

（スループの部）

辰巳重正

辰巳重正

誠

小沢

荻野

金原

下川

五島

笹原

大河原

猪星

高山

小高

小林

中山

中井

下111

紘

哲郎

良一

肇

徳雄

経夫

嶽

孝

吉雄

敏夫

信也

大三郎

正
信
英

学

正孝

邦良

汽船

郁夫

栄論

章夫

忠義

敏夫

光博

正男

伸一

圭次

薫

五十生

國夫

敬一

政彦

鱗三里

ジャ･ソキー岡崎40三好正邦

ジャッキー岡崎40三好正邦

ベガVピーターゾン33宮沢英夫

ビックデアルVナカヨシ295堀江和博

~ファーストホーム

(驚竜杯）

優勝

(観光協会長杯）

準優勝

(旅館組合長杯）

第3位

(大月ホテル賞）

第4位

第5位

第6位

第7位

第8位

第9位

第10位

鋪11位

第12位

以下タイムリミ･ソト

(DNF）

精志｜

美紀

健児

豐香

光紘

隆

二士行

寿夫

高司

仁夫

トムキャ･ソト

アジザ

レイディア

アデリード

クーベラ

スーバーウエイブアカリ

アルテイミス

アイタペアペア

バーミリオン

竜仁

杉山

佐藤

萩原

深井

木沢

佐々木

熱田

牧野

山本

戸塚

3O

ヤマハ26

ヤマノ､26

ヤマノ､26

VS30

ヤマノ、30

ヤマノ､3O

ピーター､/ン

ヤマノ､26

チタ45

遠来賞一グァムー唯天

最多乗員賞

ベストドレ

オールド賞

上÷、望々今'吉･－

ンヤングリラ、イーグルII

リブランス

ロータス

コンドル

シャングリラ

,サー賞一リブラン

ヤング賞

偽装賞

おしどり賞(正夫婦)－エルドミンゴ

I､ローリング大会優勝一驚竜

(カワハギ､カサゴ各いつぴき､正にトローリングて｡釣ったそうです｡本人申請）

白
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電話級無線技士･国家試験受験勉強会のお知らせ

NORC通信委員会

60年8月に実施されます「電話級無線技士」l玉l

家試験に対する勉強会を下記の要領で行います。

合格率70％以上を誇る勉強会にぜひご参加下さ

い。

日時6月20日(木)－毎週木曜日,1830～2100

場所船舶振興ビル10F会議室

費用会員15,000円(問題集・出題傾向分析資料付）

非会員20,00()円(問題集・出題傾向分析資料付）

講師岩瀬靖近氏(JARL養成コース講師）

電話級無線通信士の試験は，8月期と2月期の

年2回行われています。暑い夏に受験するか，寒

い冬に受験するか，いずれも大変であることに変

わりはありませんが，合格し，実際に免許状を手

に入れるまでに3～4カ月かかることを考える

と，8月期に頑張っておかないと来年には間に合

わないことになります。

なお，短波帯（4メガ以上）の運用できる資格

は「電話級無線技士」以上の資格が必要です。

奮ってご参加下さい。

ー一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一

一

(津軽海峡支部）

(駿河湾支部）

(東海支部）

(近畿北陸支部）

(内海支部）

(西内海支部）

(玄海支部）

(沖縄支部）

上河睦美

浅井一省

都築勝利

秋山福夫

濱永裕

佐伯敏則

波多江研一

保井明博

NORC協会ニュース委
員

<ルール委員会よりお知らせ＞

1985年度本部ルール委員会の委員は下記の通りで

す。

記

委員長石井正行

副委員長平松栄一

副委員長周東英卿

委員（関東支部）清水泰治・三宅智久・烏本洋

一・藤田亨・松崎義邦・平松

隆・大村雅一

（北海道支部）海老名俊男

■お詫びと訂正

第29回総会用資料に掲載した会費未納者名薄に，記

録の誤りにより掲載されました下記の方に訂正してお

詫び致します。

糸賀悟様

(31)
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去る5月15日発行の別冊Offshore30周年記念

特集号の記事中の誤記について，訂正作業を急ぎ

行っております。皆様方よりのご指摘をおまちい

たしておりますとともに，誤記についてお詫び申

し上げます。

3377朝霧S&S38淡ノ輪（大阪府)28'-17"×

28'-85"×ll'-86"×6'-3″岡本卓也艇名の由来：艇

名の朝霧は大阪湾を望む明石市の地名であり，湘南地

方鵠沼の高台あたりから江ノ島を兇る景観と酷似して

いるようだ。（英）エドワードE,ヒースの愛艇くモー

ニングクラウド〉のむこうをはってモーニングフォグ

としゃれたい。／抱負：長年の夢である南太平洋多寄

港一周を早く実現させることが最大の課題です。今I11

艇の購入から回航までトラブルが続き，いつも霞に包

まれていたが朝霧の向こうには，きっと野性の輝きと

夢多き島が待ちうけているだろう。ブルーウォーター

とレーシング派をうまく両立させ楽しいクラブを作り

たい。／クルー：徳元敬子（26歳）日本航空勤務，第

1回東京グアムレース参加（ナビゲーション得意)，

現在恋人募集中。

OFFSHORE第123号昭和60年6月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月2111輔二極郵仙物認n1

1部定価300111(郵送料45円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

来京祁港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

'I{疏門・火京03(504)1911～3〒105

郵便振替番号2-21787

印刷正進祉印刷株式会社

一

この笑顔守ります。

H叩剛Comm,"zjcα加冗

Marji伽eTelep/jo'ze

－船舶電話一

へ

ー

あなたの海の休日をより楽しく

安全なものにします。
壜

／

／
、 浜支店／〒23|横浜市中区山下町61

a(045)201-2991
戸支店／〒65O神戸市中央区京町76－2

合（078）331‐4606

山下ビル

入江ビル⑳ 日本船舶通信株式会社 神戸支店／〒650

(32）
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烏羽バールレースとらば一ゆ油壺マリーナホテルヤマハ招待

ウエルカムパーティー並びに表彰式のお知らせ

鳥羽パールレースはNORC主催のレースの中でも最大参加数のお祭りレースとして

皆様方の間で定着してまいりました。がしかし、スタートを受け持つ東海支部の歓迎体

～へ勢に対し関東支部は努力のかいもなく月日がすぎ、参加者の方々 より泊地について強い

おしかりをいただく結果となっております。

このような時、油壺と諸磯の人々が県との交渉を地道に行なってきたことがやっと実

を結び、今年ウエルカムパーティー及び表彰式をフィニッシュ後行なえるはこびとなり

ましたのでお知らせするとともに、より一艇でも多くの参加を心よりお待ち申し上げて

おります。

記

NORC油壺フリート,NORC諸磯フリート及びオーナーズクラブ

実行委員長清田博

レース委員長篠原要

とらば－ゆ・油壺マリーナホテル・ヤマハ

ウエルカムパーティー及び表彰式

昭和60年7月28日（日）11時～15時

パーティー及び表彰式バーベーキュー・ビール付き無料

パーティー・表彰式には500名の参加を予定いたしております。

1．〒460名古屋市中区丸の内3－21－21

チサンマンション丸の内第5－902号室

株式会社ミヤコ内

社団法人日本外洋帆走協会(NORC)
東海支部事務局

催主

後
日

（
＆

援
時

費用

参加予定人員

申込み方法
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申込みの時に

÷､訂守一心寺､詞扁

申込み締切日は

連絡会議

ワ
ー● 〒672姫路市八家字前浜1296-39

妹尾ひづる様方

社団法人日本外洋帆走協会(NORC)

内海支部事務局

3．〒105東京都港区虎ノ門1丁目15番16号

（船舶振興ビル4階）

社団法人日本外洋帆走協会(NORC)

電話東京03（504）1911番

4.．その他の支部の方々は本部までお願いいたします。

必ず泊地希望艇は、7月27日（土）からいつまで希望かを（7日間が

限度です）又、パーティー希望者数をご記入下さいませ。
●●●●

6月28日（金）です。

昭和60年7月8日（月）関東支部18:30～

場所船舶振興ビル10階第3会議室

昭和60年7月10日（水）東海支部

昭和60年7月12日（金）内海支部

その他ご質問につきましては各支部へ、又詳細につきましては各支部連絡会議にてお

答えいたします。

連絡会議には、オーナー又はスキッパー等の責任ある方が必ずご出席下さいませ。

尚、泊地及び隻数につきましては、と連絡申し上げます。

以上
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